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平成 23年度第 4回（通算 142回）運営幹事会議事録 

 

日 時：平成 23年 9 月 20日（火） 17:00～18:30 

場 所：土木学会 A会議室 

出席者：小長井委員長，清野副委員長，秋山幹事長，高橋幹事，富田幹事，濱野幹事，目

黒幹事，山本幹事，吉見幹事，尾崎事務局 

 

配布資料 【幹 142-01】第 141回運営幹事会議事録案 

     【幹 142-02】地震工学委員会（H23）予算 

     【幹 142-03(1)】土木学会観測地震記録ダウンロードサイトについて 

     【幹 142-03(2)】2011年東北地方太平洋沖地震記録の提供状況 

     【幹 142-04】平成 23年度第 1回研究会企画 

     【幹 142-05(1)】地震工学研究発表会準備状況 

     【幹 142-05(2)】平成 23年度日本自然災害学会学術講演会 

     【幹 142-056】A1分冊変種小委員会・委員選出方法への意見紹介 

 

１．前回議事録（案）の確認 

・ 秋山幹事長より、【幹 142-01】について説明があった。修正意見はなし。 

 

２．審議事項・報告事項等 

１）予算関連 

・ 山本幹事より、【幹 142-02】に基づいて説明があった。 

・ 各小委員会からの現在の予算申請に対して満額の配算が可能である。 

・ 予算の再配分の申請を例年通り 11 月頃に行うと実際に各小委員会への配算が 1 月頃に

なること、さらに現状において配分可能な予算があることから、今年度は早めに各小員

会へ予算について問い合わせることとする。 

 

２）地震記録ダウンロード、情報発信サイトについて 

・ 高橋幹事より、【幹 142-03(1)】および【幹 142-03(2)】に基づいて説明があった。 

・ 土木学会事務局に問い合わせた所、土木学会のサーバーに観測地震記録を置くことが可

能であるとのこと。このため、現在アクセスができない既往地震に関する観測地震記録

および東北地方太平洋沖地震の観測記録に関するダウンロードサイトを土木学会サー

バーに設置することとしたい。 

・ サイト構築には手間や費用が発生する。作業量は、特に今次地震による JR 東日本から

今後提供されるデータ量に大きく依存する。このため、既にあるデータと今次地震のデ

ータとを分けて考え、費用の見積もりを高橋幹事にお願いする。 

・ データのダウンロードについては、既に ID を所有している人を含めて再度申し込みを

してもらうこととする。提供範囲を土木学会員に限定するか否かについて、観測データ
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の提供元へは一般の研究者にも開示するとしているため、学会員に限定しない方針とす

る。ただし、従前と同様に ID とパスワードにより管理する。 

・ NEXCO からは 4 月 8日の観測地震記録についても提供があった。 

 

３）地震工学研究発表会関連 

・ 吉見幹事より、【幹 142-05(1)】および【幹 142-05(2】に基づき説明があった。 

・ 研究発表会は日本自然災害学会と連携して行う。 

・ 目黒幹事より、日本自然災害学会学術講演会への登録者が地震工学研究発表会のセッシ

ョンに参加すること、またその逆も可能としたいとの提案があり、了承された。 

・ 地震工学研究発表会と日本自然災害学会学術講演会において同一の講演者が同一時間

帯に発表が重ならないように、両者のプログラム編成において調整が必要。 

・ 査読システムについて、システム上では再査読することが可能になっているが、運用上

で再査読は行わないことを基本とする。 

・ 地震工学研究発表会において発表用 PC が３～４台は最低必要であり、提供について協

力をお願いしたい。 

 

４）12月総会日程、研究会関連 

・ 12 月総会は、土木学会講堂の空き状況から、12月 12日（月）とする。 

・ 濱野幹事より、【幹 142-04】に基づき、総会と同日に行う予定の研究会の講師が金曜日

開催を希望しているとの報告があった。このため、予定の講師に 12/12における講演の

可否について再度打診することとし、不可能との回答の場合には、講演テーマの見直し

を含め講師の再検討をおこなうことする。 

 

５）その他 

●A1分冊編集小委員会・委員選出方法について 

・ 高橋幹事より、【幹 142-06】に基づき説明があった． 

・ 8月にメールにて照会したものであり、本会において再確認された。 

 

●拡大運営幹事会のまとめ 

・ 地震防災技術普及小委員会からの行事企画について、行事計画収支予算書の提出をお願

いする。 

・ 国際対応において、小長井委員長が、明日小池先生および土木学会事務局と査読方法、

予算等について打ち合わせる。3 月に行う土木学会シンポジウムにおいて、地震工学委

員会としてのセッションの提案を問い合わせる（小長井委員長）。 

 

次回は定例運営幹事会のみとする。日時は 10月 31日（月）15～17時。 

 

文責 富田 


